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共通 航空
海上

第10回
ＷＧ

基本
Ⅳ-3 海上システムにおける航空貨物の取扱いの廃⽌（概要）

・ 海上機能で航空貨物を取扱う機能を廃⽌し、海上貨物は海上機能で、航空貨物は航空機能で処理することを原則とする。
（海上／航空の両機能間で情報連携機能が必要なイレギュラーケースについては、当該機能を提供する。）⇒P20、P21参照

詳細仕様検討結果

・ ＮＡＣＣＳは、上流〜下流まで⼀連の業務を連携して処理することが⼤きなメリットであるが、航空貨
物を海上機能で処理することを可能としているため、貨物情報の分断が⽣じる等、本来のメリットが損なわ
れる状況となっている。

・ 現在、航空機能を導⼊していない空港地区において航空機能を導⼊することによって、電⼦化の進展に
よる事務の効率化やペーパーレス化を図ることができる。

海上機能で航空貨物を取扱う機能を廃⽌し、海上貨物は海上機能で、航空貨物は航空機能
で処理することとする。
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1.海上システムにおける航空貨物の取扱いの廃⽌（概要）



１．輸出業務

業務
コード

業務名 入力者 ＜参考追記＞入力項目（現行入力内容
からの変更点）

ECR 輸出貨物情報登録 通関業、海貨業 ・荷受形態：「AR」を入力→次期では入力不可
・船名：「航空機の所属会社名」を入力
→次期では入力不可

ECR11 輸出貨物情報登録呼出し 通関業、海貨業 －

BIE システム外搬入確認 CY、保税蔵置場 ・荷受形態：「AR」を入力→次期では入力不可
・船名：「航空機の所属会社名」を入力
→次期では入力不可

BIF 輸出貨物情報訂正 CY、保税蔵置場、通関業、海貨業、NVOCC ・荷受形態：「AR」を入力→次期では入力不可
・船名：「航空機の所属会社名」を入力
→次期では入力不可

BIF11 輸出貨物情報訂正呼出し CY、保税蔵置場、通関業、海貨業、NVOCC －

RCR 積戻貨物情報登録 CY、保税蔵置場、通関業、海貨業、NVOCC ・荷受形態：「AR」を入力→次期では入力不可
・船名：「航空機の所属会社名」を入力
→次期では入力不可

IEC 輸出貨物搬入予定照会 税関、CY、保税蔵置場 －

EDA 輸出申告事項登録 通関業 ・AWB番号：「AWB番号」を入力
→次期では入力欄削除
・積載予定船舶コード：「A」を入力
→次期では入力不可
・船名「航空機の所属会社名」
→次期では入力不可

◆ 次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の入出力の仕様変更対象業務一覧
〈1.輸出業務〉

2.次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の⼊出⼒の仕様変更対象業務⼀覧(1)
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１．輸出業務

業務
コード

業務名 入力者 ＜参考追記＞入力項目（現行入力内容
からの変更点）

EDA01 輸出申告変更事項登録 通関業 ・AWB番号：「AWB番号」を入力
→次期では入力欄削除
・積載予定船舶コード：「A」を入力
→次期では入力不可
・船名「航空機の所属会社名」
→次期では入力不可

EAA 輸出許可内容変更申請事項
登録

〈航空〉通関業、航空会社、混載業
〈海上〉通関業

－

PAE 許可・承認等情報登録 税関 －

UEA 別送品輸出申告事項登録 〈航空〉通関業、航空代理店
〈海上〉通関業

・AWB番号：「AWB番号」を入力
→次期では入力欄削除
・積載予定船舶コード：「A」を入力
→次期では入力不可
・船名「航空機の所属会社名」
→次期では入力不可

UAA 別送品輸出許可内容変更申
請事項登録

〈航空〉通関業、航空会社、混載業
〈海上〉通関業

・AWB番号：「AWB番号」を入力
→次期では入力削除
・積載予定船舶コード：「A」を入力
→次期では入力不可
・船名「航空機の所属会社名」
→次期では入力不可

◆ 次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の入出力の仕様変更対象業務一覧
〈1.輸出業務〉

2.次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の⼊出⼒の仕様変更対象業務⼀覧(2)
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１．輸出業務

業務
コード

業務名 入力者 ＜参考追記＞入力項目（現行入力内容から
の変更点）

BII01 個別搬入確認登録 保税蔵置場、航空会社 ・Ｓ：Sea-NACCSからの貨物情報移送を入力
→次期では入力不可

BII 個別搬入確認登録呼出し 保税蔵置場、航空会社 －

◆ 次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の入出力の仕様変更対象業務一覧
〈1.輸出業務〉

2.次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の⼊出⼒の仕様変更対象業務⼀覧(3)
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２．輸入業務

業務
コード

業務名 入力者 ＜参考追記＞入力項目（現行入力内容から
の変更点）

BIB システム外搬入確認 CY、保税蔵置場、通関業、海貨業、機用品業、
混載業

・B/L番号：先頭4桁に「AIR0（ゼロ）」と入力し、
その後にAWB番号またはHAWB番号を入力
→次期では入力不可
・船名：「航空機便名」を入力
→次期では入力不可

CYB システム外CY搬入確認 CY ・B/L番号：先頭4桁に「AIR0（ゼロ）」と入力し、
その後にAWB番号またはHAWB番号を入力
→次期では入力不可
・船名：「航空機便名」を入力
→次期では入力不可

CYD システム外CY搬入確認
（B/L単位）

CY ・B/L番号：先頭4桁に「AIR0（ゼロ）」と入力し、
その後にAWB番号またはHAWB番号を入力
→次期では入力不可
・船名：「航空機便名」を入力
→次期では入力不可

CYD01 システム外CY搬入確認（B/L単
位）（事前登録）

CY ・B/L番号：先頭4桁に「AIR0（ゼロ）」と入力し、
その後にAWB番号またはHAWB番号を入力
→次期では入力不可
・船名：「航空機便名」を入力
→次期では入力不可

CYE システム外CY搬入確認（一括
搬入）

CY ・B/L番号：先頭4桁に「AIR0（ゼロ）」と入力し、
その後にAWB番号またはHAWB番号を入力
→次期では入力不可
・船名：「航空機便名」を入力
→次期では入力不可

◆ 次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の入出力の仕様変更対象業務一覧
〈2.輸入業務〉

2.次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の⼊出⼒の資料変更対象業務⼀覧(4)
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２．輸入業務

業務
コード

業務名 入力者 ＜参考追記＞入力項目（現行入力内容から
の変更点）

SAI 輸入貨物情報訂正 CY、保税蔵置場、通関業、海貨業、NVOCC ・船名：「航空機便名」を入力
→次期では入力不可

SCR 簡易貨物情報登録 船会社、船舶代理店、CY、保税蔵置場、通関
業、海貨業、NVOCC

・B/L番号：先頭4桁に「AIR0（ゼロ）」と入力し、
その後にAWB番号またはHAWB番号を入力
→次期では入力不可
・船名：「航空機便名」を入力
→次期では入力不可

IDA 輸入申告事項登録 通関業 ・積載船舶コード：「A」を入力
→次期では入力不可

・積載船（機）名：航空貨物の場合は、航空会
社コード（2桁）、フライトナンバー（4桁）、ス
ラッシュ（1桁）、日付（DDMM）の体系で入力
→次期では入力不可

IDA01 輸入申告変更事項登録 通関業 ・積載船舶コード：「A」を入力
→次期では入力不可

・・積載船（機）名：航空貨物の場合は、航空
会社コード（2桁）、フライトナンバー（4桁）、ス
ラッシュ（1桁）、日付（DDMM）の体系で入力
→次期では入力不可

IID 輸入申告等照会 税関、通関業、輸出入者 －

◆ 次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の入出力の仕様変更対象業務一覧
〈2.輸入業務〉

2.次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の⼊出⼒の資料変更対象業務⼀覧(5)
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２．輸入業務

業務
コード

業務名 入力者 ＜参考追記＞入力項目（現行入力内容から
の変更点）

MWA 石油製品等移出（総保出）輸
入申告事項登録

通関業 ・積載船舶コード：「A」を入力
→次期では入力不可

・積載船（機）名：航空貨物の場合は、航空会
社コード（2桁）、フライトナンバー（4桁）、ス
ラッシュ（1桁）、日付（DDMM）の体系で入力
→次期では入力不可

MWA01 石油製品等移出（総保出）輸
入申告変更事項登録

通関業 ・積載船舶コード：「A」を入力
→次期では入力不可

・積載船（機）名：航空貨物の場合は、航空会
社コード（2桁）、フライトナンバー（4桁）、ス
ラッシュ（1桁）、日付（DDMM）の体系で入力
→次期では入力不可

◆ 次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の入出力の仕様変更対象業務一覧
〈2.輸入業務〉

2.次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の⼊出⼒の資料変更対象業務⼀覧(6)

◆ 次期（第6次）NACCSにおける航空貨物に係る情報の入出力の仕様変更対象業務一覧
〈3.輸出入共通業務〉

３．輸出入共通業務

業務
コード

業務名 入力者 ＜参考追記＞入力項目（現行入力内容から
の変更点）

ICG 貨物情報照会 CY、保税蔵置場、通関業、海貨業、
機用品業、混載業

－
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海上システム航空システム

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）海上ｼｽﾃﾑ

航空ｼｽﾃﾑ

搬⼊確認登録
（ＢＩＣ）

輸出申告
（ＥＤＡ／ＥＤＣ）

搬出確認登録
（ＢＯＣ）

個別搬⼊確認登録
（ＢＩＩ）

搭載完了
（ＣＬＢ／ＣＬＥ）

貨物情報が途切れることから、A/L蔵置場にて
改めて貨物に係る全項⽬を⼊⼒。

■ 航空機に搭載して輸出する貨物を海上システムで輸出申告している場合

貨物情報が⼀旦
途切れてしまう

◆ ⾒直し対象となる現⾏の運⽤
3.⾒直し対象となる現⾏の運⽤（輸出業務）

現行フロー（輸出）

◆ 次期 航空貨物は航空システムで輸出申告する

海上システムで航空貨物を取扱う機能が廃⽌されることから、航空貨物をシステムで輸出申告を⾏うためには保税蔵置場、
通関業者共に航空システムに参加し、業務を実施する。

A/L（搭載）蔵置場航空システム参加蔵置場

通関業者等 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

輸出貨物情報登録
（ＣＤＢ）

⼀括搬⼊確認登録
（ＢＩＬ）

輸出申告
（ＥＤＡ／ＥＤＣ）

搬出確認登録
（ＥＸＡ）

⼀括搬⼊確認登録
（ＢＩＬ）

搭載
業務

航空会社

次期フロー（輸出）
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輸出貨物情報登録（ＣＤＢ／ＣＤＢ01）業務 (航空システム⽤画⾯) 輸出貨物情報登録（ＥＣＲ）業務 (海上システム⽤画⾯)

・輸出貨物情報の新規登録
・搬⼊伝票番号の登録または払い出しを⾏い、後続の搬
⼊確認業務をその番号でまとめて⾏うことができる
・⼊⼒項⽬数︓２３項⽬
・５０件の貨物情報をまとめて登録可

◆ 次期 航空システムへ参加し、輸出貨物情報登録（ＣＤＢ／ＣＤＢ０１）業務を実施する

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（輸出業務）

・⼊⼒項⽬数︓３９項⽬
・１件ずつの登録

【航空】輸出貨物登録業務
CDB業務
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搬⼊確認登録（ＢＩＣ）業務 (海上システム⽤画⾯)⼀括搬⼊確認登録（ＢＩＬ／ＢＩＬ０１）業務 (航空システム⽤画⾯)

「輸出貨物情報登録（ＣＤＢ）」業務で払い出された搬
⼊伝票番号を「⼀括搬⼊確認登録呼出し（ＢＩＬ）」
業務で⼊⼒すると本業務へ遷移する

◆ 次期 航空システムへ参加し、⼀括搬⼊確認登録（ＢＩＬ／ＢＩＬ０１）業務を実施する

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（輸出業務）

【航空】搬入確認登録業務
BIL業務
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輸出申告（ＥＤＡ）業務 (海上システム⽤画⾯)輸出申告（ＥＤＡ）業務 (航空システム⽤画⾯)

◆ 次期 航空システムへ参加し、輸出申告業務を実施する

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（輸出業務）

次期ではＡＷＢ番号⼊⼒欄がな
くなる

画⾯コード「ＳＥＬ」等ではなく「ＡＥＬ」
等の航空システム⽤画⾯で業務を実施する

【航空】輸出申告業務
EDA業務
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搬出確認登録（ＢＯＣ）業務 (海上システム⽤画⾯)搬出確認登録（ＥＸＡ／ＥＸＡ０１）業務 (航空システム⽤画⾯)

◆ 次期 航空システムへ参加し、搬出確認登録（ＥＸＡ／ＥＸＡ０１）業務を実施する

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（輸出業務）

・搬出先、積込港、搬出区分、ＡＷＢ番号を「搬出確認登録
（ＡＷＢ・ＨＡＷＢ単位）呼出し（ＥＸＡ）」業務で⼊⼒する
と本業務へ遷移する
・搬出先欄︓保税地域コードを⼊⼒
・積込港欄︓ＩＡＴＡコードを⼊⼒

（コードはＮＡＣＣＳ掲⽰板業務コード集へ掲載）

【航空】搬出確認登録業務
EXA/EXA01業務

13



■ 航空機で到着した貨物を海上システムで輸⼊申告している場合

海上システム航空システム

ＡＷＢ情報登録等
（ＡＣＨ／ＨＣＨ）航空ｼｽﾃﾑ

海上ｼｽﾃﾑ

貨物確認情報登録等
（ＰＫＧ／ＨＰＫ）

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

システム外搬⼊確認
（ＢＩＢ）

輸⼊申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

貨物情報が途切れることから、海上システム参
加蔵置場にて改めて貨物に係る全項⽬を⼊⼒。

システム外保税運送到着確認
（ＣＡＴ）

貨物情報が⼀旦
途切れてしまう

◆ ⾒直し対象となる現⾏の運⽤
4.⾒直し対象となる現⾏の運⽤（輸⼊業務）

現行フロー（輸入）

◆ 次期 航空貨物は航空システムで輸⼊申告する（システム内空港）

航空システム参加蔵置場

航空会社 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬⼊確認登録
（ＢＩＮ）

海上システムで航空貨物を取扱う機能が廃⽌されることから、航空貨物をシステムで輸⼊申告を⾏うためには保税蔵置場、
通関業者共に航空システムに参加し、業務を実施する。

ＡＷＢ情報登録
（ＡＣＨ）

貨物確認情報登録
（ＰＫＧ）

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

輸⼊申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場

次期フロー（輸入）
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システム外搬⼊確認登録（ＢＩＢ）業務 （海上システム⽤画⾯）搬⼊確認登録（システム対象内保税運送）（ＢＩＮ／ＢＩＮ０１）業務
（航空システム⽤画⾯）

「搬⼊確認登録（システム対象内保税運送）呼出し（ＢＩＮ）」
業務で保税運送申告番号等を⼊⼒すると、搬出確認されている保
税運送情報（搬⼊予定の貨物）が呼び出され、本業務へ遷移する

◆ 次期 航空システムへ参加し、搬⼊確認登録（ＢＩＮ／ＢＩN０１）業務を実施する

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（輸⼊業務）

次期では以下が不可となる
・Ｂ／Ｌ番号欄︓航空貨物の場合⼊⼒している「ＡＩＲ０」は

⼊⼒不可
・船舶欄︓航空貨物の場合⼊⼒している「到着便名」は

⼊⼒不可

【航空】搬入確認登録業務
BIN業務
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輸⼊申告（ＩＤＡ）業務 (海上システム⽤画⾯)輸⼊申告（ＩＤＡ）業務 (航空システム⽤画⾯)

◆ 次期 航空システムへ参加し、輸⼊申告業務を実施する

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（輸⼊業務）

画⾯コード「ＳＩＤ」等ではなく「ＡＩＤ」
等の航空システム⽤画⾯で業務を実施する

【航空】輸入申告業務
IDA業務
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システム不参加蔵置場

海上システム参加蔵置場

◆ 現⾏ 航空貨物を海上システムで輸⼊申告する場合（システム外空港・ハンドキャリー等）
海上システム

１．通関蔵置場が海上システムに参加している場合

２．通関蔵置場がシステム不参加の場合 次期実施不可

航空システム

次期実施不可

システム外搬⼊確認
（ＢＩＢ）

輸⼊申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

保税蔵置場 通関業者

輸⼊申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

簡易貨物情報登録
（ＳＣＲ）

通関業者

上流貨物情報登録無し
（登録者なし）

上流貨物情報登録無し
（登録者なし）

5.⾒直し対象となる現⾏の運⽤（輸⼊業務）（システム外空港・ハンドキャリー等）
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空港保税蔵置場

航空システム参加蔵置場

◆ 次期 航空貨物は航空システムで輸⼊申告する（システム外空港・ハンドキャリー等）

搬⼊確認登録
(システム対象外保税運送)

（ＯＩＮ）
輸⼊申告

（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場

上流貨物情報登録無し
（登録者なし）

航空システム参加蔵置場

航空会社 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬⼊確認登録
（ＢＩＮ）

海上システムで航空貨物を取扱う機能が廃⽌されることから、航空貨物をシステムで輸⼊申告を⾏うためには航空会社、
保税蔵置場、通関業者共に航空システムに参加し、業務を実施する。

ＡＷＢ情報登録
（ＡＣＨ）

貨物確認情報登録
（ＰＫＧ）

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

輸⼊申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場

Ⓐ

Ⓑ

航空貨物の輸⼊申告業務フローは原則上記Ⓐのとおりだが、現在、税関空港でありながら航空システムへ参加していない
ためにＡＷＢ情報登録ができる航空会社が1社も存在しない空港が存在している。次期では該当の航空会社がシステムに参
加していただく必要がある。

【参考】システム不参加空港（システム外空港）
項番 ＩＡＴＡ LOCODE 空港名

1 ＡＫＪ ＪＰＡＫＪ 旭川空港
2 ＡＯＪ ＪＰＡＯＪ ⻘森空港
3 ＡＸＴ ＪＰＡＫＰ 秋⽥空港

4 ＦＫＳ ＪＰＦＫＳ 福島空港
5 ＨＫＤ ＪＰＨＫＤ 函館空港

項番 ＩＡＴＡ LOCODE 空港名

6 ＨＳＧ ＪＰＯＳＧ 佐賀空港

7 ＫＭＪ ＪＰＫＭＪ 熊本空港

8 ＭＹＪ ＪＰＭＡＹ 松⼭空港

9 ＮＧＳ ＪＰＮＧＳ ⻑崎空港

10 ＯＩＴ ＪＰＯＩＴ ⼤分空港

項番 ＩＡＴＡ LOCODE 空港名

11 ＴＡＫ ＪＰＴＡＫ ⾼松空港
12 ＴＯＹ ＪＰＴＯＹ 富⼭空港

13 ＹＧＪ ＪＰＹＧＪ 美保（⽶⼦）
⾶⾏場

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（輸⼊業務）
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システム外搬⼊確認（ＢＩＢ）業務 (海上システム⽤画⾯)搬⼊確認登録（システム対象外保税運送）（ＯＩＮ）業務
(航空システム⽤画⾯)

◆ 次期 航空システムへ参加し、搬⼊確認登録（ＯＩＮ）業務を実施する

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能を廃⽌に伴う影響（輸⼊業務）

運送種別欄へは航空貨物の場合「ＡＩＲ」を⼊⼒

次期では以下が不可となる
・Ｂ／Ｌ番号欄︓航空貨物の場合⼊⼒している「ＡＩＲ０」は

⼊⼒不可
・船舶欄︓航空貨物の場合⼊⼒している「到着便名」は

⼊⼒不可

【航空】搬入確認登録
（システム対象外保税運送）
OIN業務
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イレギュラーケースである以下の２ケースについては、情報の継続性を確保するため、新規業務により情報連携を可能とする。
① 当初は海上貨物として輸出する予定であったが、許可後急遽、航空貨物として輸出する場合
② 船舶から仮陸揚げされた海上貨物を、航空貨物として積み戻す場合

海上／航空の両機能間で情報連携を⾏うための新規業務の概要

業務コード 等 ＣＨＧ１１︓貨物情報切替登録呼出し（⼊⼒者︓保税蔵置場、通関業、海貨業、ＮＶＯＣＣ）

主 な 機 能 ①新規登録時の呼出し︓海上貨物（輸出管理番号）から切替後の航空貨物に必要な情報（個数、重量等）を呼び出す。
②訂正・取消の呼出し︓ＣＨＧ業務にて登録した航空貨物（Ｂ／Ｌ番号）を⼊⼒し、情報を呼出す。

業務コード 等 ＣＨＧ︓貨物情報切替登録（⼊⼒者︓保税蔵置場、通関業、海貨業、ＮＶＯＣＣ）

主 な 機 能

①新規登録︓輸出管理番号と切替後の航空貨物の情報を⼊⼒し、航空貨物情報を作成する。なお、航空貨物情報作成後は、海上貨物に対する
業務更新を不可とし、航空貨物については「貨物情報切替確認情報（ＣＨＨ）」業務が実施されるまで業務更新を不可とする。

②訂正︓ＣＨＧ業務にて登録された航空貨物情報を⼊⼒し、航空貨物情報を更新する。なお、ＣＨＨ業務が実施されるまでの間は訂正可能。
③取消︓輸出管理番号とＣＨＧ業務にて登録したＡＷＢ番号を⼊⼒し、航空貨物情報を削除する。なお、⼊⼒された海上貨物はＣＨＧ業務

実施前の状態に戻し、ＣＨＨ業務が実施されるまでの間は取消可能。

業務コード 等 ＣＨＨ︓貨物情報切替確認情報（⼊⼒者︓保税蔵置場）

主 な 機 能 ＣＨＧ業務にて登録された情報を確認した旨を登録する。航空貨物情報についてはＬＤＲ情報を出⼒し、貨物の搬出を⾏う。
また、ＣＨＨ業務を契機にＣＨＧ業務での訂正・取消を実施不可として、海上貨物情報を削除する。

海上／航空の両機能間で情報連携機能が必要なイレギュラーケースに
ついては、当該機能を提供する。
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共通 航空
海上

第10回
ＷＧ

基本
Ⅳ-3 海上システムにおける航空貨物の取扱いの廃⽌（イレギュラーケースの対応）

詳細仕様検討結果

搬⼊前 保税蔵置場 航空会社保税蔵置場
貨物情報登録 搬⼊ 申告 積地変更 貨物情報切替・搬出 搬⼊確認 搭載

通
関
業

保
税
蔵
置
場
航
空
会
社

① 当初は海上貨物として輸出する予定であったが、許可後急きょ航空貨物として輸出する場合

② 船舶から仮陸揚げされた海上貨物を航空貨物として積み戻す場合

輸出貨物情報登録
ＥＣＲ

搬⼊確認登録
（輸出未通関）

ＢＩＣ

輸出申告
ＥＤＡ／ＥＤＣ

ＣＨＨ

搭載完了登録
ＣＬＢ

⼀括搬⼊確認登録
ＢＩL

輸出許可変更
ＥＡＡ／ＥＡＣ

海上貨物から航空貨物への切替えを⾏う。
ＣＨＧ１１で海上の輸出管理番号を⼊⼒して情報を呼出し、
ＣＨＧで切替後のＡＷＢ番号に対する貨物情報を登録する。

ＣＨＧ１１／ＣＨＧ

ＬＤＲ

保税蔵置場管理者による貨物切替の確認登録（ＣＨＨ）
を実施する。
ＣＨＨ業務にて貨物を⾃動搬出し、ＬＤＲ情報を作成す
る。本業務が実施されるまではＣＨＧによる訂正・取消
は可能。

ＬＤＲにより、⼀括搬⼊を⾏う

ＣＹ 保税蔵置場 航空会社保税蔵置場
搬⼊・搬出 搬⼊

デバンニング
保税運送申告
（仮陸揚貨物） 貨物情報切替・搬出 搬⼊確認 搭載

通
関
業

保
税
蔵
置
場
航
空
会
社

搬⼊確認登録
（保税運送貨物）

ＢＩＡ

搭載完了登録
ＣＬＢ

⼀括搬⼊確認登録
ＢＩL

ＣＹから ＣＨＨ

ＣＨＧ１１／ＣＨＧ

ＬＤＲ

海上貨物から航空貨物への切替えを⾏う。
ＣＨＧ１１で海上のＢ／Ｌ番号を⼊⼒して情
報を呼出し、ＣＨＧで切替後のＡＷＢ番号に
対する貨物情報を登録する。

ＬＤＲにより、⼀括搬⼊を⾏う

保税運送申告（⼀般）
ＯＬＴ０１

保税蔵置場管理者による貨物切替の確認登録
（ＣＨＨ）を実施する。
ＣＨＨ業務にて貨物を⾃動搬出し、ＬＤＲ情
報を作成する。本業務が実施されるまではＣ
ＨＧによる訂正・取消は可能。

ＣＨＧ１１／ＣＨＧ

主な詳細仕様検討結果（業務共通）
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